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注
　
意
　
事
　
項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
は
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二
、
こ
の
問
題
冊
子
は
25
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。
試
験
中
、
ペ
ー
ジ
の
脱
落
等
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。

	

解
答
用
紙（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）の
汚
れ
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合
も
、
同
様
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
、
解
答
用
紙（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）は
折
り
曲
げ
た
り
、
汚
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

四
、
解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）に
記
入
し
、
解
答
用
紙（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）の
枠
外
に
は
、
な
に
も
書
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

五
、
解
答
番
号
は
、
1
〜
42
ま
で
あ
り
ま
す
。

	

解
答
用
紙（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）に
は
、
問
題
番
号
が
1
〜
50
、
選
択
肢
が
1
〜
10
ま
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
解
答
に
あ
た
っ

て
は
、
各
設
問
に
指
示
さ
れ
た
選
択
肢
の
数
の
中
か
ら
選
ん
で
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
マ
ー
ク
は
必
ず
Ｈ
Ｂ
の
黒
鉛
筆
を
使
用
し
、
訂
正
す
る
場
合
は
、
完
全
に
消
し
て
か
ら
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

七
、
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
、
解
答
用
紙（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）に
解
答
す
る
科
目
・
受
験
番
号
を
マ
ー
ク
す
る
と
と
も
に
、
受
験
番
号

お
よ
び
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
解
答
す
る
科
目
、
受
験
番
号
、
解
答
が
正
し
く
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
採
点
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

九
、
試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
六
年
度
入
学
試
験
問
題

国
　
　
語

（
六
〇
分
）
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（ 3 ─ 10　国語）1（ ）

次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

「
言
論
の
自
由
市
場
」（m

arketplace of ideas

）と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
最
適
な
資
源
配
分
は
自
由
競
争
市
場
で
行
わ
れ
る
と
い
う
経
済
学
的
考
え
に
基
づ

い
て
、
言
論
も
国
な
ど
に
よ
る
規
制
の
な
い
自
由
な
状
態
が
真
理
の
追
究
と
普
及
に
は
最
適
で
あ
る
と
す
る
考
え
だ
。

こ
の
思
想
の
ケ
イ
フ
は
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン（
一
六
〇
八
―
七
四
）や
、
政
治
哲
学
者
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル

（
一
八
〇
六
―
七
三
）の『
自
由
論
』に
ま
で
遡
る
。
一
般
に
は
表
現
の
自
由
の
制
限
に
反
対
す
る
立
場
で
使
わ
れ
て
い
る
。

Ａ

、
歴
史
修
正
主
義
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
も
言
論
の
自
由
市
場
に
任
せ
て
お
け
ば
、
自
然
に
淘と
う

汰た

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

他
方
で
、「
悪
貨
は
良
貨
を
駆
逐
す
る
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
質
の
異
な
る
貨
幣
が
市
場
に
出
回
る
と
良
貨
は
姿
を
消
し
、
悪
貨
だ
け
が
流
通
す
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
。

歴
史
修
正
主
義
は
、
質
は
悪
い
が
、
歴
史
に
関
す
る
言
説
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。
こ
れ
を
公
共
空
間
に
放
置
し
て
お
い
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
長
年

の
真
摯
な
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
歴
史
像
は
、
国
民
感
情
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
コ
ブ
す
る
偏
っ
た
歴
史
記
述
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
し
ま
う
危

険
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
な
ど
の
悪
質
な
歴
史
修
正
主
義
を
法
で
規
制
し
て
い
る
国
は
少
な
く
な
い
。
歴
史
言
説
を
法
律
で

規
制
す
る
と
い
う
発
想
は
、
日
本
人
に
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
が
、
こ
う
し
た
規
制
は
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

法
が
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
歴
史
を
定
め
る
こ
と
は
、
国
家
が「
公
的
な
歴
史
」を
決
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。
国
が「
正
し
い
歴
史
」を
示
す
こ
と
は
、
体
制
に

と
っ
て
都
合
の
悪
い
事
実
の
隠
蔽
や
、
自
国
中
心
主
義
を
煽あ
お

る
よ
う
な
歴
史
観
の
押
し
付
け
に
つ
な
が
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
国
家
権
力
に
よ
る
言
論

統
制
の
危
険
を
生
ま
な
い
だ
ろ
う
か
。
代
表
者
を
選
び
、
こ
れ
に
人
々
の
意
思
を
委
任
す
る
民
主
主
義
は
、
こ
う
し
た
制
限
の
設
定
に
同
意
す
る
と
同
時
に
、

こ
れ
に
よ
り
最
初
に
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
　
中
　
略
　
）

ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
の
否
定
が
禁
止
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
、
大
規
模
な
人
権
侵
害
が
起
き
た
事
例
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
事
実
を
否
定
す
る
こ
と
が
、
犯
罪
人
の
処
罰
を
ソ
ガ
イ
す
る
だ
け
で
な
く
、
犠
牲
者
を
傷
つ
け
、
死
者
を
冒ぼ
う

瀆と
く

し
、
そ

れ
ゆ
え
に
新
た
な
憎
悪
と
対
立
の
種
を
撒ま

く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
事
者
が
ま
だ
存
在
し
、
歴
史
の
爪
痕
が
い
ま
だ
可
視
的
で
あ

る
現
代
史
の
否
定
が
主
に
禁
止
の
対
象
と
な
る
。
古
代
や
中
世
に
起
こ
っ
た
出
来
事
の
否
定
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

問
題
一

ａ

（
注
1
）

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ
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（ 3─ 10　国語）2（ ）

具
体
的
に
、
否
定
の
禁
止
対
象
と
さ
れ
て
い
る
歴
史
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
が
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
外
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で
あ
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
は
特
定
の
民
族
や
人
種
、
宗
教
集
団

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
破
壊
す
る
行
為
で
あ
る
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
一
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
禁
止
が
法
制
化
さ
れ
た
時
期

を
見
る
と
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
の
禁
止
が
先
で
あ
り
、
そ
の
後
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
否
定
の
禁
止
へ
と
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

（
中
略
）現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
約
半
数
の
国
が
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
や
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
否
定
を
法
で
禁
じ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
よ

う
な
多
く
の
犠
牲
者
が
い
る
国
も
否
定
を
禁
じ
て
い
る
。

Ｂ

、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
例
の
否
定
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
か
は
、
国
に
よ
り
異
な
る
。
た
と
え
ば
法
で
明
示
的
に「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
否

定
」を
禁
じ
る
国
も
あ
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に「
ナ
チ
に
よ
り
な
さ
れ
た
犯
罪
の
否
定
」を
禁
止
す
る
国
も
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る

犯
罪
に
限
定
さ
れ
ず
、
占
領
国
の
住
民
の
虐
殺
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

Ｃ

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
ナ
チ
戦
犯
を
裁
く
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル
ク
憲
章（
一
九
四
五
年
）で
定
義
さ
れ
た
、「
人
道
に
対
す
る
罪
の
否
定
」を
禁
じ
る
国
も
あ
る
。（
中
略
）

で
は
、
こ
う
し
た
否
定
禁
止
法
は
い
っ
た
い「
誰
を
」、
ま
た「
何
を
」守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
特
定
の
行
為
を
法
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護

し
、
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
利
益
の
こ
と
を「
保
護
法
益
」と
呼
ぶ
が
、
歴
史
の
否
定
禁
止
の
保
護
法
益
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

法
規
制
の
目
的
を
、「
歴
史
の
真
実
」を
守
る
た
め
と
言
う
人
が
い
る
。
実
際
に
メ
デ
ィ
ア
で
は
そ
う
し
た
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し（
中
略
）、
一
般

に
私
た
ち
が
歴
史
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
実
際
に
は
歴
史
認
識
の
こ
と
で
あ
り
、「
歴
史
の
真
実
」で
は
な
い
。
ま
し
て
や「
歴
史
の
真
実
」は
法
的
に
定
義
で

き
な
い
。
定
義
で
き
な
い
も
の
を
守
る
よ
う
な
法
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
だ
。

Ｄ

史
実
を
認
め
な
い
人
間
の
偏
狭
さ
を
犯
罪
化
す
る
な
ど

不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
否
定
禁
止
の
真
の
目
的
は
、「
歴
史
の
真
実
」の
保
護
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

「
真
実
」と
い
っ
た

Ｅ

的
な
も
の
で
は
な
く
、
よ
り

Ｆ

的
な
レ
ベ
ル
で
考
え
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
や
歴
史
修
正

主
義
は
、
そ
の
出
来
事
を
経
験
し
た
当
人
を
確
実
に
傷
つ
け
る
。
自
分
が
味
わ
っ
た
苦
痛
や
絶
望
を
で
っ
ち
上
げ
と
言
わ
れ
、
な
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
怒
り

を
感
じ
な
い
人
は
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
人
が
負
っ
た
苦
し
み
を
間
近
で
見
て
、
と
も
に
苦
し
ん
で
き
た
家
族
も
、
否
定
に
よ
っ
て
同
様
に
傷
つ
け
ら
れ
る
。

死
者
は
、
死
そ
の
も
の
を
否
定
さ
れ
る
。
彼
ら
は
二
度
殺
さ
れ
る
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
の
否
定
は
ま
ず
歴
史
の
当
事
者
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
る
。

加
え
て
こ
う
し
た
行
為
は
、
多
く
の
場
合
、
特
定
の
民
族
・
人
種
・
宗
教
集
団
に
属
す
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
。

Ｇ

ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
否
定
論
は
、
ツ
ン
デ
ル
や
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
例
が
示
し
た
よ
う
に
、
明
ら
か
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
反
感
が
根
本
に
あ
る
。
表
向
き
に
は
歴
史
を
問
題
と
し

て
い
る
よ
う
で
も
、
実
際
に
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
否
定
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。（
中
略
）

つ
ま
り
、
歴
史
の
否
定
は
、
人
種
偏
見
や
民
族
差
別
、
特
定
集
団
へ
の
敵
意
を
煽
る
行
為
を
伴
う
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、
特
定
の
集
団
に
対
す
る
ヘ
イ
ト

（
注
2
）

ｉ

（
注
3
）

（
注
4
）

（
注
5
）

ｊ
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ス
ピ
ー
チ
の
一
形
態
で
あ
る
と
言
え
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
社
会
は
、
人
種
や
民
族
に
対
す
る
差
別
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
示
し
て
き
た
。
国
連
は
一
九
六
五
年
に「
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
」（
人
種
差
別
撤
廃
条
約
）を
サ
イ
タ
ク
し
た
。
人
種
や
民
族
、
宗
教
集
団
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

（
憎
悪
犯
罪
）や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
は
、
現
在
ほ
と
ん
ど
の
欧
米
諸
国
が
何
か
し
ら
の
形
で
規
制
を
行
っ
て
い
る
。

表
現
の
自
由
を
重
視
す
る
た
め
、
言
論
の
規
制
に
対
し
て
消
極
的
な
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
、
表
現
に
暴
力
を
誘
発
す
る
明
白
で
差
し
迫
っ
た
危
険
が
あ
る
場
合

は
、
規
制
の
対
象
と
す
る
。
日
本
で
も「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」が
二
〇
一
六
年
に
施
行
さ
れ
、
自
治
体
に
よ
る
独
自
の
規
制
が
始
ま
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
歴
史
の
否
定
は
、
個
人
や
集
団
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
公
共
の
ヘ
イ
オ
ン
を
乱
し
、
暴
力
を
誘
発
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
と
い
う
理
解
か
ら
、

法
規
制
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

（
武た
け

井い

彩あ
や

佳か『
歴
史
修
正
主
義　

ヒ
ト
ラ
ー
賛
美
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
か
ら
法
規
制
ま
で
』に
よ
る
）

（
注
）　

1　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
…
…�
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
政
権
と
そ
の
同
盟
国
お
よ
び
協
力
者
に
よ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
組
織
的
な
迫
害
・
虐
殺
を
否
定
す
る

立
場
を
い
う
。

	

2　

ナ
チ
…
…
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
の
通
称
。
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー（
一
八
八
九
〜
一
九
四
五
）に
牽
引
さ
れ
、
一
九
三
三
年
に
ド
イ
ツ
の
政
権
を
握
っ
た
。

	

3　

ツ
ン
デ
ル
…
…
ド
イ
ツ
の
歴
史
著
述
家（
一
九
三
九
〜
二
〇
一
七
）。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
否
認
す
る
言
論
活
動
を
行
っ
た
。

	

4　

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
…
…
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
著
述
家（
一
九
三
八
〜
）。
ツ
ン
デ
ル
と
同
様
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
者
。

	

5　

ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
…
…�

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
少
数
民
族
で
あ
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
多
く
が
、
強
制
移
住
や
虐
殺
な
ど
に
よ
り

死
亡
し
た
事
件
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
に
よ
る
計
画
的
・
組
織
的
な
虐
殺
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
強
い
が
、
ト
ル
コ
政
府
は
認
め
て
い
な
い
。

問
一　

傍
線
部
ａ
・
ｃ
・
ｇ
・
ｌ
・
ｍ
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

5

。

ａ「
ケ
イ
フ
」

1　

鉄
道
の
フ
セ
ツ
工
事
を
行
う
。

2　

チ
ン
プ
な
表
現
を
す
る
。

3　

フ
ダ
ン
着ぎ

で
出
か
け
る
。

4　

作
家
の
ネ
ン
プ
を
読
む
。

ｋ

ｌ

ｍ
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ｃ「
コ
ブ
」

1　

こ
の
山
は
タ
イ
コ
の
昔
か
ら
あ
る
。

2　

胸
の
コ
ド
ウ
が
聞
こ
え
る
。

3　

コ
キ
ュ
ウ
の
乱
れ
を
整
え
る
。

4　

ジ
コ
分
析
を
お
こ
な
う
。

ｇ「
ソ
ガ
イ
」

1　

敵
の
侵
入
を
ソ
シ
す
る
。

2　

ソ
ゲ
キ
兵
を
主
人
公
に
し
た
小
説
を
読
む
。

3　

彼
の
ソ
ボ
ウ
な
行
動
に
と
ま
ど
う
。

4　

中
学
時
代
の
友
人
と
ソ
エ
ン
に
な
る
。

ｌ「
サ
イ
タ
ク
」

1　

サ
イ
バ
ン
の
仕
組
み
を
学
ぶ
。

2　

大
会
は
地
元
で
カ
イ
サ
イ
さ
れ
た
。

3　

制
服
の
サ
イ
ス
ン
を
お
こ
な
う
。

4　

ス
イ
サ
イ
絵
の
具
を
買
う
。

ｍ「
ヘ
イ
オ
ン
」

1　

母
は
オ
ン
コ
ウ
な
性
格
だ
。

2　

犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
フ
オ
ン
な
動
き
を
追
う
。

3　

シ
ャ
オ
ン
会
に
出
席
す
る
。

4　

近
所
の
ソ
ウ
オ
ン
に
悩
む
。
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問
二　

空
欄

Ａ

〜

Ｄ

・

Ｇ

に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
は
ど
れ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6

。

1　

Ａ　

と
も
す
れ
ば　
　
　

Ｂ　

た
だ
し　
　
　

Ｃ　

と
こ
ろ
で　
　
　

Ｄ　

さ
ら
に　
　
　

Ｇ　

し
か
し

2　

Ａ　

で
は　
　
　
　
　
　

Ｂ　

よ
っ
て　
　
　

Ｃ　

と
こ
ろ
が　
　
　

Ｄ　

つ
ま
り　
　
　

Ｇ　

た
と
え
ば

3　

Ａ　

ま
ず　
　
　
　
　
　

Ｂ　

つ
ま
り　
　
　

Ｃ　

ま
た　
　
　
　
　

Ｄ　

し
か
し　
　
　

Ｇ　

と
こ
ろ
で

4　

Ａ　

で
は　
　
　
　
　
　

Ｂ　

た
だ
し　
　
　

Ｃ　

ま
た　
　
　
　
　

Ｄ　

さ
ら
に　
　
　

Ｇ　

た
と
え
ば

問
三　

傍
線
部
ｂ「
悪
貨
は
良
貨
を
駆
逐
す
る
」と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
の
引
用
は
本
文
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最

も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

7

。

1　

歴
史
修
正
主
義
を
演え
ん

繹え
き

的
に
と
ら
え
、
読
者
に
問
い
か
け
て
い
る
。

2　

歴
史
修
正
主
義
を
帰
納
的
に
展
開
し
、
意
味
を
明
確
に
し
て
い
る
。

3　

歴
史
修
正
主
義
の
本
質
に
対
す
る
読
者
の
類
推
を
促
し
て
い
る
。

4　

歴
史
修
正
主
義
を
明
喩
で
表
し
、
読
者
に
伝
わ
り
や
す
く
し
て
い
る
。

問
四　

傍
線
部
ｄ「
こ
れ
」、
傍
線
部
ｅ「
こ
う
し
た
」、
傍
線
部
ｆ「
こ
れ
」と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
な
に
を
指
す
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
組

み
合
わ
せ
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

8

。

1　

ｄ　

代
表
者　
　
　
ｅ　

歴
史
言
説
を
法
律
で
規
制
す
る
こ
と　
　
　

ｆ　

歴
史
認
識
に
対
す
る
国
に
よ
る
制
限
設
定
そ
の
も
の

2　

ｄ　

代
表
者　
　
　
ｅ　

国
が
歴
史
観
を
押
し
付
け
る
こ
と　
　
　
　

ｆ　

国
家
の
歴
史
修
正
主
義
批
判
の
設
定
へ
の
同
意

3　

ｄ　

国
家　
　
　
　
ｅ　

歴
史
修
正
主
義
を
否
定
す
る
こ
と　
　
　
　

ｆ　

国
家
権
力
を
濫
用
す
る
こ
と

4　

ｄ　

国
家　
　
　
　
ｅ　

国
家
権
力
に
よ
る
言
論
統
制　
　
　
　
　
　

ｆ　

人
々
の
意
思
を
重
ん
じ
る
民
主
主
義
的
な
あ
り
か
た
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問
五　

傍
線
部
ｈ「
古
代
や
中
世
に
起
こ
っ
た
出
来
事
の
否
定
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
」と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当

な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9

。

1　

古
代
や
中
世
の
出
来
事
は
、
当
事
者
も
生
存
せ
ず
、
歴
史
の
爪
痕
も
見
え
に
く
く
、
新
た
な
憎
悪
と
対
立
を
生
む
可
能
性
が
低
い
か
ら
。

2　

否
定
の
禁
止
対
象
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
外
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
現
代
史
の
問
題
だ
か
ら
。

3　

古
代
や
中
世
に
は
人
権
と
い
う
概
念
も
な
く
、
地
政
学
的
に
も
現
代
と
異
な
る
た
め
、
現
代
の
法
で
は
規
制
で
き
な
い
か
ら
。

4　

新
た
な
憎
悪
や
対
立
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
歴
史
の
爪
痕
が
見
え
る
現
代
史
の
み
を
否
定
の
主
な
対
象
に
し
て
い
る
か
ら
。

問
六　

傍
線
部
ｉ「
歴
史
の
否
定
禁
止
の
保
護
法
益
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
」と
あ
る
が
、
こ
の
問
い
の
答
え
は
な
に
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適

当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

1　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の
生
活
を
差
別
か
ら
守
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

2　

個
人
や
集
団
の
尊
厳
、
公
共
の
和
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

3　

語
り
継
が
れ
た
貴
重
な
歴
史
の
真
実
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

4　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
行
為
を
犯
罪
と
み
な
し
、
取
り
締
ま
る
こ
と
に
あ
る
。

問
七　

空
欄

Ｅ

・

Ｆ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
は
ど
れ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

1　

Ｅ　

一
点　
　
　

Ｆ　

長
期

2　

Ｅ　

抽
象　
　
　

Ｆ　

具
体

3　

Ｅ　

楽
観　
　
　

Ｆ　

悲
観

4　

Ｅ　

本
質　
　
　

Ｆ　

付
帯
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問
八　

傍
線
部
ｊ「
同
じ
こ
と
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

12

。

1　

歴
史
を
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
別
の
問
題
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

2　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
否
定
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

3　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
属
す
る
人
々
へ
の
反
感
が
根
本
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

4　

ツ
ン
デ
ル
や
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
示
し
た
例
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
。

問
九　

傍
線
部
ｋ「
言
う
ま
で
も
な
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
社
会
は
、
人
種
や
民
族
に
対
す
る
差
別
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
示
し
て
き
た
」と
あ
る
が
、

大
戦
後
の
国
際
社
会
の
姿
勢
や
歴
史
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
い
て
本
文
の
内
容
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
な
に
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

13

。

1　

欧
米
諸
国
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
規
制
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

2　

ア
メ
リ
カ
は
表
現
の
自
由
を
重
ん
じ
る
が
、
暴
力
を
誘
発
す
る
よ
う
な
表
現
行
為
は
規
制
の
対
象
と
す
る
。

3　

歴
史
の
否
定
と
偏
見
や
差
別
と
の
つ
な
が
り
は
、
一
部
の
歴
史
著
述
家
の
言
説
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

4　

歴
史
的
な
言
説
を
国
が
法
律
で
規
制
す
る
と
い
う
発
想
は
、
日
本
で
も
早
い
う
ち
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。
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次ページ以降にも問題があります。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

生
態
系
の
こ
と
を
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
い
い
ま
す
が
、
植
物
が
動
物
へ
、
動
物
か
ら
土
壌
へ
、
そ
し
て
土
壌
か
ら
フ
タ
タ
び
植
物
へ
と
い
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

循
環
を
エ
コ
サ
イ
ク
ル
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
エ
コ
サ
イ
ク
ル
に
の
ら
な
い
よ
う
な
も
の
、
本
質
的
に
馴な

染じ

ま
な
い
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
。
人
間
の
活
動
を
活
発
に
行お

こ

な
う
こ
と
自
身
が
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
、
活
発
な
活
動
を
す

る
こ
と
の
意
味
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
エ
コ
サ
イ
ク
ル
が
保
証
さ
れ
て
、
維
持
さ
れ
、
し
か
も
、
よ
り
活
発
に
回
転
す
る
よ
う
な
活
動
で
す
と
い
く
ら
や
っ

て
も
問
題
は
な
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
石
油
文
明
と
言
わ
れ
る
形
の
現
代
社
会
で
の
人
間
の
活
動
は
、
あ
ま
り
に
も
効
率
本
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
エ
コ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
こ
と
を
考
え

な
い
。
何
か
あ
る
特
定
の
目
的
を
決
め
る
と
、
そ
の
目
的
を
最
も
短
時
間
の
う
ち
に
最
も
効
果
的
に
達
成
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
結

果
、
土
に
還か
え

ら
な
い
毒
物
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
で
も
、
草
を
枯
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
非
常
に
効
果
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
軍
は
戦
争
に
応
用
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
時
に
枯
葉
剤
と
い
う
こ
と
で
大
量
に
ば
ら
ま
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
影
響
は
ベ
ト
ナ
ム
の
木
が
枯
れ
た
だ
け
で
は
な
く
て
、
人

間
そ
の
他
の
動
植
物
に
決
定
的
な
被
害
を
与
え
た
。
人
間
が
た
く
さ
ん
死
ぬ
と
い
う
だ
け
で
な
く
て
、
先
天
異
常
の
子
供
た
ち
が
非
常
に
多
く
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
影
響
で
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
け
が
被
害
を
被
っ
た
だ
け
で
な
く
て
、
枯
葉
剤
作
戦
に
参
加
し
た
米
軍
の
兵
士
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
の

で
す
。
枯
葉
剤
作
戦
に
参
加
し
た
米
軍
兵
士
と
結
婚
し
た
女
性
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
子
供
に
異
常
が
出
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
致
命

的
な
影
響
と
い
う
の
は
、
単
に
ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
ま
で
作
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
物
質
は
、
実
際
は
戦
争
だ
け
で
な
く
て
、
農
薬
の
形
で
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
。

短
期
的
に
雑
草
を
殺
す
と
い
う
目
的
で
こ
う
い
う
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
が
生
態
系
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
本
質
的
な
と
こ
ろ
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
が
年
々
の
エ
コ
サ
イ
ク
ル
に
も
と
も
と
の
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
単
に
エ
コ
サ
イ
ク
ル
に
の
ら

な
い
だ
け
で
な
く
て
、
そ
の
中
に
ワ
り
込
ん
で
き
て
、
植
物
を
枯
ら
し
た
り
、
人
間
を
殺
し
た
り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た

現
在
の
人
間
社
会
そ
の
も
の
を
、
私
た
ち
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
も
う
一
度
据
え
直
す
の
か
、
そ
の
据
え
直
し
を
き
ち
ん
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

エ
コ
サ
イ
ク
ル
が
保
証
さ
れ
て
人
間
社
会
が
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
生
態
系
の
一
員
と
し
て
生
態
系
の
恵
み
を
受
け
て
き
た
人
間
が
、
逆

に
生
態
系
の
サ
イ
ク
ル
そ
の
も
の
を
壊
す
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
と
い
う
の
は
人
間
自
身
と
し
て
も
自
殺
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い

問
題
二

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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ま
す
。（
中
略
）

人
間
が
エ
コ
サ
イ
ク
ル
に
あ
る
種
の
や
り
方
で
働
き
か
け
る
と
、
今
度
は
逆
に
生
態
系
の
活
動
を
、
む
し
ろ
活
発
に
し
て
エ
コ
サ
イ
ク
ル
を
豊
か
に
し
て
い

く
と
い
う
一
面
も
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
い
い
ま
す
か
、
イ
メ
ー
ジ
を
エ
ガ
く
と
い
う
こ
と
で
、
江
戸
と
い
う
特
殊
な
社
会
の
エ
コ
サ
イ
ク

ル
と
い
う
の
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
戸
は
半
閉
鎖
水
域
の
東
京
湾（
東
京
湾
の
出
口
は
非
常
に
狭
く
て
二
〇
キ
ロ
前
後
で
す
）の
奥
に
発
達
し
た
町
で
す
。
江
戸
の
人
口
は
江
戸
時
代
の
初
期
に

三
〇
〇
万
人
く
ら
い
で
、
後
半
に
な
り
ま
す
と
八
〇
〇
万
人
く
ら
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
と
し
て
は
、
世
界
最
大
の
都
市
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
の
背
後
に
は
、
高
い
山
岳
地
帯
が
あ
っ
て
利と

根ね

川が
わ

、
渡わ
た

良ら

瀬せ

川が
わ

が
北
関
東
か
ら
、
秩ち
ち

父ぶ

の
方
か
ら
荒
川
、
奥
多
摩
の
方
か
ら
多
摩
川
が
流
れ
て
き
て
お

り
、
下
流
は
低
湿
地
が
多
く
、
他
方
い
ま
の
武む

蔵さ
し

野の

あ
た
り
の
台
地
は
、
風
が
吹
け
ば
表
土
が
ど
ん
ど
ん
飛
ぶ
よ
う
な
、
か
な
り
荒
れ
地
だ
っ
た
と
い
う
ふ
う

に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
つ
は
多
摩
川
か
ら
玉
川
上
水
が
人
工
的
に
開
削
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
従
来
で
す
と
、
山
と
平
野
の
境
目
の
、
水
が
得

ら
れ
や
す
い
と
こ
ろ
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
集
落
が
あ
る
程
度
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
玉
川
上
水
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
飲
料
水
は
武
蔵
野
で
確
保
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
人
が
何
と
か
住
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
当
然
、
燃
料
が
イ
る
よ
う
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
と
雑
木
林
が
発
達

し
て
く
る
わ
け
で
す
。

武
蔵
野
の
雑
木
林
と
い
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ず
っ
と
以
前
、
中
世
の
あ
た
り
で
は
、
お
そ
ら
く
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
玉
川
上
水
が
で
き
て
、
人
が
住
み
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
初
め
て
人
間
が
意
図
的
に
薪
炭
林
と
し
て
雑
木
林
を
育
て
た
わ
け
で
す
。

こ
こ
で
の
問
題
は
、
江
戸
に
い
ろ
い
ろ
な
物
資
が
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
か
ら
考
え
て
も
、
大
量
の
廃
物
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
廃
物
が
溜た
ま

っ
て
く
る
と
、
社
会
の
活
動
と
い
う
の
は
最
終
的
に
と
ま
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
、
江
戸
が
繁
栄
し
て

い
た
か
と
い
う
と
、
放
置
し
て
お
け
ば
、
蓄
積
し
て
い
く
廃
物
を
人じ
ん

糞ぷ
ん

尿に
ょ
う

の
場
合
で
あ
れ
ば
、
川
の
自
然
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
逆
に
上
流
に
戻
し
、
見
事
に

近
郊
農
村
に
返
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の
流
れ
が
ひ
と
つ
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
そ
れ
以
外
の
生
活
排
水
は
水
系
を
通
じ
て
東
京
湾
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
。
で
す
か
ら
、
東
京
湾
が
だ
ん
だ
ん
富
栄
養
化
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

富
栄
養
状
態
の
海
と
い
う
の
は
非
常
に
生
物
の
活
動
が
活
発
で
す
。
そ
の
結
果
、
魚
類
、
貝
類
、
海
草
類
が
非
常
に
豊
富
に
な
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
も
の
が
半

閉
鎖
水
域
の
中
で
ど
ん
ど
ん
繁
殖
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、
過
栄
養
化
状
態
に
な
っ
て
赤
潮
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
魚
が
糞ふ
ん

を
す

る
、
貝
も
糞
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
東
京
湾
が
赤
潮
地
帯
に
な
っ
て
い
っ
た
は
ず
な
ん
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
東
京
湾
が
赤
潮
で
苦
し
ん
だ
と
い
う
記

録
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
す
。

な
ぜ
、
過
栄
養
状
態
に
な
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
、
人
間
が
こ
う
い
う
有
機
物
を
陸
地
に
引
き
ア
げ
た
の
で
す
。
江
戸
前
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ｆ

ｇ

ｈ

（
注
）

ｉ
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ま
す
が
、
江
戸
前（
江
戸
湊み
な
と

）で
と
れ
た
魚
を
当
時
の
人
間
が
非
常
に
お
い
し
い
も
の
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
と
っ
て
食
べ
た
わ
け
で
す
。
貝
も
そ
う
で
す
し
、

海
草
も
浅
草
海の

苔り

と
い
う
よ
う
な
名
前
を
つ
け
て
、
す
ば
ら
し
い
食
べ
物
で
あ
る
と
仕
立
て
あ
げ
て
ど
ん
ど
ん
食
べ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
第
二
に
重
要
な
こ

と
で
す
。

で
す
か
ら
自
然
の
流
れ
か
ら
言
え
ば
、
水
は
山
か
ら
海
の
方
に
向
か
っ
て
流
れ
る
。
い
ろ
ん
な
物
資
が
近
郊
か
ら
江
戸
に
集
ま
っ
て
く
る
。
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
こ
と
が
江
戸
の
活
動
を
廃
物
の
蓄
積
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
大
き
い
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
で
人
間
が
意
図
的
に
自
然
の

川
の
流
れ
に
逆
ら
う
よ
う
な
動
き
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
生
態
系
が
廃
物
の
蓄
積
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
で
は
な
く
て
、

Ａ

生
態

系
の
サ
イ
ク
ル
を
活
発
に
し
て
、
生
態
系
を
豊
か
に
し
て
、
ま
た
人
間
社
会
を
豊
か
に
し
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
物
質
の
地
域
内
循
環
で
す
。
人
糞
尿
を
近
く
に
返
す
と
い
っ
て
も
距
離
が
あ
ま
り
に
も
離
れ
て
い
た
ら
こ
の
作
業
自
身
が
物
理
的
に
で
き
な
く
な

る
。
江
戸
の
場
合
は
す
ぐ
そ
ば
に
近
郊
農
村
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
有
機
廃
物
の
還
元
も
う
ま
く
い
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、

Ｂ

、
海
の
す

ぐ
そ
ば
に
町
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
江
戸
前
や
浅
草
海
苔
を
賞
味
し
つ
つ
、
海
は
汚
染
さ
れ
な
い
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
間
の
社
会
を
考
え
る
場
合
、
地
域
内
循
環
を
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
前
半
の
き
わ
め
て
悲
観
的
な
も
の
と
受
け
と
ら
れ
か
ね
な
い
話
と

違
っ
た
も
う
少
し
積
極
的
な
見
通
し
を
も
と
う
と
い
う
場
合
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
一
度
、
日
本
の
国
内
で
の
も
の
の
循
環
を

回
復
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
日
本
国
内
で
も
南
か
ら
北
、
北
か
ら
南
へ
と
や
た
ら
も
の
を
大
量
に
遠
方
ま
で
動
か
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
江
戸
と
そ

の
周
辺
の
よ
う
に
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
で
の
人
畜
力
で
運
べ
る
程
度
の
と
こ
ろ
と
い
う
、
小
地
域
内
で
の
循
環
を
ど
う
や
っ
て
取
り
戻
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
非
常
に
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
内
循
環
を
別
な
言
葉
で
い
え
ば
、
ひ
と
つ
は

Ｃ

で
す
。
化
学
肥
料
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
る
と
い
う
よ
う
な
や
り
か
た
は
、
明
ら
か
に
地
域
内
循

環
を
否
定
し
た
考
え
な
わ
け
で
す
。
一
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
も
離
れ
た
中
近
東
諸
国
の
原
油
に
依
存
し
た
よ
う
な
や
り
か
た
が
、
現
在
の
農
業
の
主
体
で
あ
る
わ

け
で
す
が
、
そ
う
で
な
く
て
、
有
機
物
の

Ｃ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
、
食
糧
に
し
て
も
、
燃
料
に
し
て
も
、
上
水
に
し
て
も

Ｃ

と

い
う
の
を
お
お
き
な
獲
得
目
標
に
据
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
す
。

（
室む
ろ

田た

武た
け
し『
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
経
済
学
』に
よ
る
）

（
注
）　
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
…
…
物
事
は
放
っ
て
お
く
と
乱
雑
・
無
秩
序
・
複
雑
な
方
向
に
向
か
い
、
自
発
的
に
元
に
戻
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
法
則
。

ｊ

ｋ
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問
一　

傍
線
部
ａ
・
ｄ
・
ｆ
・
ｇ
・
ｉ
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

〜

18

。

ａ「
フ
タ
タ
び
」

1　

秩
序
が
ハ
サ
イ
さ
れ
た
。

2　

不
良
サ
イ
ケ
ン
を
整
理
す
る
。

3　

サ
イ
ゲ
ン
な
く
要
求
さ
れ
る
。

4　

結
論
を
サ
イ
コ
ウ
す
る
。

ｄ「
ワ
り
込
ん
で
」

1　

国
土
を
カ
ツ
ジ
ョ
ウ
す
る
。

2　

政
府
が
チ
ョ
ッ
カ
ツ
す
る
。

3　

カ
ツ
ヤ
ク
が
め
ざ
ま
し
い
。

4　

カ
ッ
サ
イ
を
浴
び
る
。

ｆ「
エ
ガ
く
」

1　

ア
イ
ビ
ョ
ウ
の
世
話
を
す
る
。

2　

情
景
を
ビ
ョ
ウ
シ
ャ
す
る
。

3　

社
会
の
ビ
ョ
ウ
リ
を
明
ら
か
に
す
る
。

4　

シ
ュ
ビ
ョ
ウ
法
で
保
護
す
る
。

ｇ「
イ
る
」

1　

貨
幣
を
イ
る
。

2　

的
を
イ
る
。

3　

人
手
が
イ
る
。

4　

豆
を
イ
る
。

8069_37_KOKELZC_M.indd   12 2025/12/01   23:02



（ 3─ 10　国語）13（ ）

ｉ「
引
き
ア
げ
た
」

1　

チ
ュ
ウ
ヨ
ウ
な
立
場
を
と
る
。

2　

候
補
者
を
ヨ
ウ
リ
ツ
す
る
。

3　

意
気
ヨ
ウ
ヨ
ウ
と
現
れ
た
。

4　

新
た
な
ヨ
ウ
ソ
ウ
を
見
せ
る
。

問
二　

傍
線
部
ｂ「
人
間
の
活
動
を
活
発
に
行
な
う
こ
と
自
身
が
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
で
あ
れ
ば
良
い
の
か
。
次
の

1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

1　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
に
則の
っ
と

っ
て
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
発
展
す
る
活
動
。

2　

エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
則
っ
て
、
生
態
系
に
馴
染
ん
で
い
る
活
動
。

3　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
に
則
っ
て
、
よ
り
活
発
に
循
環
す
る
活
動
。

4　

エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
則
っ
て
、
効
果
的
に
作
り
出
さ
れ
る
活
動
。

問
三　

傍
線
部
ｃ「
あ
ま
り
に
も
効
率
本
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
エ
コ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
こ
と
を
考
え
な
い
」と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

1　

枯
葉
剤
作
戦
に
参
加
し
た
兵
士
の
み
な
ら
ず
、
結
婚
し
た
女
性
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
子
供
に
も
先
天
異
常
が
出
て
き
た
こ
と
。

2　

短
期
的
に
草
を
枯
ら
せ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
よ
り
、
草
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
や
他
の
動
植
物
に
も
決
定
的
な
被
害
を
与
え
る
こ
と
。

3　

短
時
間
の
う
ち
に
最
も
効
果
的
に
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
循
環
を
活
発
に
し
な
い
毒
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
。

4　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
使
用
さ
れ
た
枯
葉
剤
に
含
ま
れ
て
い
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
、
ベ
ト
ナ
ム
国
土
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
。
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問
四　

傍
線
部
ｅ「
人
間
自
身
と
し
て
も
自
殺
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

1　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
る
枯
葉
剤
の
使
用
に
よ
り
、
人
類
全
体
が
死
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

2　

短
期
的
に
目
的
を
達
成
す
る
行
動
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
が
エ
コ
サ
イ
ク
ル
の
回
転
を
加
速
さ
せ
続
け
る
と
、
人
間
の
作
り
出
し
た
エ
コ
サ
イ
ク

ル
は
自
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

3　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
草
や
木
だ
け
で
な
く
人
間
そ
の
他
の
動
植
物
に
決
定
的
な
被
害
を
与
え
、
死
ぬ
だ
け
で
は
な
く
先
天
異
常
の
子
供
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

4　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
が
保
証
さ
れ
て
人
間
社
会
が
継
続
さ
れ
て
き
た
の
に
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
考
え
な
い
行
動
が
社
会
を
滅
亡
に
導
く
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
。

問
五　

傍
線
部
ｈ「
人
間
が
意
図
的
に
薪
炭
林
と
し
て
雑
木
林
を
育
て
た
」と
あ
る
が
、
そ
う
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の

を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

1　

雑
木
林
を
発
達
さ
せ
た
く
な
い
か
ら
。

2　

大
量
の
廃
物
を
処
理
し
た
い
か
ら
。

3　

上
水
を
開
削
で
き
な
く
な
る
か
ら
。

4　

生
活
の
た
め
の
燃
料
が
必
要
だ
か
ら
。

問
六　

空
欄

Ａ

・

Ｂ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
は
な
に
か
。
次
の
1
〜
8
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
選
択
肢
を
二
回
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
解
答
番
号
は

23

〜

24

。

1　

つ
ま
り　
　
　
　

2　

や
は
り　
　
　
　

3　

な
お
か
つ　
　
　

4　

と
て
も

5　

こ
う
し
て　
　
　

6　

そ
の
う
え　
　
　

7　

む
し
ろ　
　
　
　

8　

よ
う
す
る
に
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問
七　

傍
線
部
ｊ「
つ
ま
り
、
物
質
の
地
域
内
循
環
で
す
」と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選

び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

25

。

1　

生
活
排
水
が
東
京
湾
に
流
れ
入
る
の
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
循
環
を
制
御
す
る
こ
と
。

2　

自
然
の
川
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
過
栄
養
状
態
の
川
の
魚
を
大
量
に
消
費
し
循
環
さ
せ
る
こ
と
。

3　

有
機
廃
物
を
地
域
に
還
元
し
、
生
態
系
サ
イ
ク
ル
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
。

4　

多
摩
川
か
ら
玉
川
上
水
を
人
工
的
に
開
削
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
の
地
域
内
循
環
を
す
る
こ
と
。

問
八　

傍
線
部
ｋ「
そ
う
い
う
意
味
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答

番
号
は

26

。

1　

地
域
内
循
環
の
活
発
化
に
よ
り
、
人
間
社
会
に
積
極
的
な
見
通
し
を
も
つ
と
い
う
意
味
。

2　

地
域
内
循
環
の
活
発
化
を
問
題
視
し
、
人
間
社
会
に
悲
観
的
な
見
通
し
を
も
つ
と
い
う
意
味
。

3　

人
間
社
会
を
考
え
る
う
え
で
、
悲
観
的
で
は
な
く
積
極
的
に
考
え
る
と
い
う
意
味
。

4　

人
間
社
会
を
考
え
る
場
合
に
非
地
域
内
循
環
が
、
悲
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
。

問
九　

空
欄

Ｃ

（
三
箇
所
）に
あ
て
は
ま
る
語
句
は
な
に
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番

号
は

27

。

1　

地
域
内
展
開

2　

近
郊
農
業

3　

地
域
内
自
給

4　

自
然
回
帰
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次ページ以降にも問題があります。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

何
か
に
つ
け
て
怒
り
っ
ぽ
い
人
が
い
ま
す
。
他
人
か
ら
見
る
と
小
さ
な
問
題
で
あ
っ
て
も
、
見
過
ご
せ
な
い
よ
う
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
な
ど
で
結
構「
炎
上
」し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
基
本
的
に
そ
う
い
う
話
に
は
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
彼

ら
が
ム
ダ
に
敵
を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
い
つ
も
誰
か
に
文
句
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
幸
せ
な
人
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

儒
教
の
伝
統
的
な
教
え
に「
修し
ゅ
う

身し
ん

・
斉せ
い

家か

・
治ち

国こ
く

・
平へ
い

天て
ん

下か

」が
あ
り
ま
す
。
己
の
身
を
修
め
て
律
し
、
家
を
整
え
、
国
を
治
め
、
天
下
が
平
和
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
思
う
よ
う
に
し
て
も
矩の
り

を
踰こ

え
な
い
。
つ
ま
り
世
間
の
規
範
か
ら
外
れ
な
い
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。

そ
の
修
身
が
で
き
て
い
な
い
の
に「
あ
い
つ
が
悪
い
」「
こ
れ
が
悪
い
」な
ど
と
言
っ
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
自
分
が
幸
せ
な
状
態
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
、
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

料
理
研
究
家
の
土ど

井い

善よ
し

晴は
る

さ
ん
の
著
書『
一
汁
一
菜
で
よ
い
と
い
う
提
案
』（
新
潮
文
庫
）に
と
て
も
良
い
文
章
が
あ
り
ま
す
。

「
暮
ら
し
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
心
の
置
き
場
、
心
地
よ
い
場
所
に
帰
っ
て
く
る
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
柱

と
な
る
の
が
食
事
で
す
」

こ
れ
を
私
は「
自じ

足そ
く

の
思
想
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
自
分
自
身
が
幸
せ
な
状
態
を
つ
く
る
の
が
一
番
大
切
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。
政
治
や
社
会
に
関
す
る
大

き
な
テ
ー
マ
を
考
え
る
に
し
て
も
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
基
本
に
す
べ
き
は
、
こ
の
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
に
と
っ
て
居
心
地
の
い
い
状
態
を
知
っ
て
お
く
の
は
と
て
も
大
切
で
す
。
こ
れ
を
誰
も
が
で
き
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
自
分
自
身
の
限
界
と
も
関
係

す
る
た
め
、
見
極
め
る
の
が
難
し
い
の
で
す
。
感
覚
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

「
自
分
自
身
の
心
の
置
き
場
、
心
地
よ
い
場
所
」で
暮
ら
す
こ
と
が
自
分
自
身
の
精
神
に
も
良
い
は
ず
な
の
で
す
が
、
つ
い
別
の
ほ
う
に
頭
を
使
っ
て
、
不
満

や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
か
に
多
い
こ
と
か
。
わ
ざ
わ
ざ
面
倒
な
こ
と
に
首
を
突
っ
込
み
、
腹
を
立
て
て
い
る
。

そ
の
点
、
よ
ほ
ど
ネ
コ
の
ほ
う
が
賢
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
に
と
っ
て
一
番
気
持
ち
の
い
い
状
況
に
身
を
置
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

見
つ
け
た
ら
ひ
た
す
ら
寝
転
ん
で
い
る
。

正
反
対
が
政
治
家
で
す
。
常
に
あ
る
意
味
で「
上
か
ら
目
線
」で
物
を
考
え
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
が
ど
う
だ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
ど
う
だ
、
と
常
に
大
き
な
話
ば

問
題
三

ａ

ｂ

ｃ

（
注
1
）
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か
り
し
て
い
る
。
結
局
、
日
常
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
思
考
に
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
傾
向
は
政
治
家
に
限
ら
ず
、
日
本
全
体
に
シ
ン
ト
ウ
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
体
、
ど
う
い
う
状
況
が
一
番
い
い
の
か
、
安
定
し
て
い
る
の
か
、
国

民
が
幸
せ
な
の
か
。
政
治
家
に
せ
よ
、
一
般
国
民
に
せ
よ
、
こ
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
い
て
、
目
の
前
に
あ
る
個
々
の
こ
と
に
は
い
ち
い
ち
反
応
し
た
り
、
怒
っ
た
り
す
る
。
怪け

し
か
ら
ん
と
持
論
を
発
信
し
て
、
喧け
ん

嘩か

に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
、
積
極
的
に
発
信
す
る
も
し
な
い
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
考
え
で
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
私
自
身
は
あ
ま
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
言
な
ど
を
追
わ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

私
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、「
炎
上
」し
て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
も
多
い
そ
う
で
す
。
で
も
幸
い
、
そ
う
い
う
事
態
に
は
あ
ま
り
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
あ
ま
り
見
な
い
か
ら
気
づ
か
な
い
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
人
を
攻
撃
す
る
よ
う
な
物
言
い
を
し
な
い
の
が
理
由
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思

い
ま
す
。（
中
略
）

基
本
的
に
、
怒
っ
て
物
を
言
う
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。
感
情
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

社
会
問
題
に
つ
い
て
は
感
情
的
に
な
る
こ
と
が
間
違
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
私
の
基
本
の
考
え
で
す
。

社
会
問
題
と
い
う
の
は
単
な
る
事
実
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
重
み
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
わ
け
で
す
が
、
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て
感
情
を
持
ち
込
ん
で
も
仕

方
が
な
い
。

社
会
問
題
に
つ
い
て
は
怒
っ
て
い
る
人
の
ほ
う
が
、
問
題
意
識
が
高
く
真
面
目
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
ま
っ
た
く
そ
う
思

い
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
感
情
の
熱
量
を
上
げ
る
こ
と
は
、
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
年
寄
り
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
若
い
頃

か
ら
で
す
。

「
怒
れ
る
若
者
」な
ん
て
フ
レ
ー
ズ
を
聞
い
て
も「
勝
手
に
怒
れ
」く
ら
い
に
し
か
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
怒
っ
て
い
る
人
の
話
を
冷
静
に
聞
い
て
い
る
と
、

が
っ
か
り
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
こ
ち
ら
に
ま
で
怒
り
が
向
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
人
が
怒
っ
て
い
る
の
は
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
シ
ン
プ
ル
な
正
解
、
解
決
法
が
あ
れ
ば
そ
も
そ
も
も
う
解
決
に
至
っ

て
い
る
。
何
ら
か
の
事
情
や
理
由
が
あ
っ
て
そ
う
な
っ
て
い
な
い
か
ら
大
変
な
の
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
感
情
的
に
な
っ
て
も
事
態
は
別
に
い
い
方
向
に
進

み
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
怒
っ
て
い
る
人
に
ど
う
向
き
合
う
か
。
基
本
的
に
は
聞
い
て
あ
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神
科
医
と
同
じ
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
す
。

ｄ

ｅ

ｆ
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（　

中　

略　

）

若
い
時
は
ど
う
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
有
り
余
っ
て
い
る
の
で
感
情
的
に
も
な
り
や
す
い
し
、
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
抱
え
や
す
い
。

若
く
て
体
力
が
あ
る
か
ら
大
抵
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
日
常
生
活
が
乱
れ
て
し
ま
う
と
、
時
に
は
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
大
事
な
の
は

日
常
生
活
の
維
持
を
意
識
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
食
事
を
す
る
、
体
を
動
か
す
、
普
通
に
仕
事
を
す
る
。
社
会
人
に
と
っ
て
は
仕
事
も
日
常
の
一
部
で
し
ょ

う
。も

ち
ろ
ん
極
端
に
理
不
尽
な
目
に
遭
っ
て
い
る
と
か
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
と
か
そ
う
い
う
特
殊
な
場
合
は
怒
り
を
お
ぼ
え
て
当
然
で
す
が
、
多
く
の
人

は
、
こ
う
い
う
あ
ま
り
大
き
な
怒
り
を
抱
え
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）

以
前
と
比
べ
て
、
メ
ン
タ
ル
を
病
ん
だ
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
も
社
会
シ
ス
テ
ム
の
ど
こ
か
に
無
理
が
あ
る
、
あ
る
い
は
社
会
が
人
に
無
理
を
さ
せ
て
い
る
結
果
な
の
で
し
ょ
う
。

シ
ス
テ
ム
が
素
直
じ
ゃ
な
い
、
と
で
も
言
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

物
事
は
き
ち
ん
と
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
は
き
ち
ん
と
し
た
も
の
が
い
い
。
理
屈
は
そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ス
ト
レ

ス
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

物
事
を
杓し

ゃ
く

子し

定じ
ょ
う

規ぎ

に
考
え
す
ぎ
る
こ
と
で
、
ル
ー
ル
だ
け
が
ど
ん
ど
ん
多
く
な
り
、
融
通
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
決
ま
り
は
そ
う
だ
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
仕
方
な
い
よ
な
―
―
そ
う
い
う
バ
ッ
フ
ァ
ー（
余
白
）が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

学
校
が
い
い
例
で
し
ょ
う
。「
必
ず
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
」に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔
、
学
校
が
で
き
た
頃
は
、
行
か
な
く
て
も
い
い
と
こ
ろ

で
、
奇
特
な
人
だ
け
が
子
ど
も
を
行
か
せ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
誰
も
が
行
く
と
こ
ろ
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
行
く
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

私
は
中
学
生
の
時
に
学
校
に
行
く
の
が
嫌
に
な
っ
て
き
て
、
系
列
の
高
校
に
進
学
す
る
の
で
は
な
く
、
別
の
と
こ
ろ
に
転
校
さ
せ
て
く
れ
と
母
親
に
一
所
ケ

ン
メ
イ
に
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
細
か
い
こ
と
に
厳
し
い
の
が
キ
ュ
ウ
ク
ツ
で
嫌
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
母
親
が
学
校
に
掛
け
合
い
に
行
っ
て
く
れ

た
も
の
の
、
結
局
、
校
長
先
生
に
な
だ
め
ら
れ
て
、
そ
の
ま
ま
進
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
転
校
し
そ
び
れ
た
わ
け
で
す
。

今
振
り
返
れ
ば
、
そ
の
高
校
で
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
転
校
し
た
ら
し
た
で
、
き
っ
と
何
と
か
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
人
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
事
情
や
理
由
で
、
大
人
た
ち
が
勝
手
に
動
い
て
い
る
部
分
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
た
気
も
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
大
人
が
自
分
を
相
手
に
し
て
く
れ
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。
大
人
か
ら
す
れ
ば
、「
あ
な
た
の
た
め
」な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
当
人
た
ち
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。（
中
略
）

ｇ

ｈ

ｉ

ｊ

ｋ

ｌ

ｍ
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若
い
人
が
気
の
毒
な
の
は
、
先
行
き
が
明
る
く
思
え
な
い
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本
の
社
会
で
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
行
き
詰
ま
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
人
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
、
何
と
な
く「
先
が
見
え
て
い
る
」と
思
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
は
ず
の
若
い
人
で
す
ら
そ
う
で
す
。
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先
が

見
え
る
よ
う
、
見
え
る
よ
う
に
と
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
き
た
か
ら
で
す
。

あ
る
時
、
大
学
で
学
生
た
ち
に
、
物
事
を
ど
う
い
う
基
準
で
決
め
て
い
る
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
何
か
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
初
に
考
え
る
の

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

優
先
事
項
は
何
か
。
判
断
基
準
は
何
か
。
た
と
え
ば「
正
し
い
か
否
か
」で
も「
愛
情
を
も
っ
て
や
れ
る
か
ど
う
か
」で
も
何
で
も
い
い
わ
け
で
す
。「
面
白
い

か
ど
う
か
」と
言
う
人
も
い
れ
ば
、「
儲も

う

か
る
か
ど
う
か
」と
言
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
そ
の
時
の
学
生
の
最
初
の
答こ

た
え

が「
安
全
か
ど
う
か
」で
し
た
。
最
初
に
考
え
る
基
準
が「
安
全
」な
の
で
す
。
無
難
に
行
き
た
い
、
リ
ス
ク
を
回
避
し

た
い
。

そ
の
先
を
聞
く
気
が
失う

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
考
え
方
で
は
人
生
は
つ
ま
ら
な
く
な
る
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。
先
を
見
よ
う
、
見
よ
う
と
し
て
、
何
が

面
白
い
の
で
し
ょ
う
。

何
を
す
る
に
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
的
な
感
じ
は
あ
る
程
度
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。『
バ
カ
の
壁
』を
依
頼
し
て
き
た
編
集
者
の
石
井
昂た

か
し

さ
ん
は
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
が
大
好
き
で
す
。
お
そ
ら
く
出
版
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
い
ま
は
二
〇
代
の
時
か
ら
、
老
後
に
備
え
ろ
と
い
う
。
何
歳
の
時
に
貯
金
が
い
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
投
資
を
分
散
し
ろ
と
か
、
実
に

ア
ホ
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
途
中
で
大
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
計
画
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
し
ょ
う
。

少
し
前
に
は
、
定
年
を
迎
え
た
時
に
は
二
〇
〇
〇
万
円
は
貯
金
が
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
東
大
を
辞
め
る
と
き
、
五
七
歳
で
し
た
が
貯
金
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
何
年
も
先
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
は
ま
っ
た
く

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
基
本
的
に
今
も
そ
う
で
す
。

か
な
り
先
ま
で
予
定
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
依
頼
さ
れ
た
仕
事
、
講
演
の
よ
う
に
、
向
こ
う
か
ら
降
っ
て
き
た
予
定
で
す
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
決

め
て
い
ま
せ
ん
。
何
か
起
き
た
ら「
し
ょ
う
が
な
い
」で
す
。

今
の
人
は
そ
う
い
う
の
を
無
計
画
だ
と
思
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ず
っ
と
計
画
的
に
こ
と
を
進
め
て
き
た
人
が
、
幸
せ
を
手
に
入
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
生
は
常
に
不
確
定
要
素
を
含
ん
で
い
ま
す
。
突
発
事
態
に
直
面
せ
ず
に
生
き
ら
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

綿
密
に
考
え
て
計
画
的
に
進
め
て
き
た
人
が
、
適
当
な
人
よ
り
も
恵
ま
れ
た
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
も
わ
か
り
は
し
な
い
の
で
す
。

（
養よ
う

老ろ
う

孟た
け

司し『
人
生
の
壁
』に
よ
る
）

ｎ

（
注
2
）

ｏ
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（
注
）　

1　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
…
…�

持
続
可
能
な
開
発
目
標（Sustainable D

evelopm
ent Goals

）。
具
体
的
に
は
、
貧
困
、
紛
争
、
気
候
変
動
、
感
染
症
な
ど
、
人
類
が
直
面
す
る
数
多

く
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
七
の
目
標
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

	

2　
『
バ
カ
の
壁
』…
…
筆
者
の
著
書
の
一
つ
。
二
〇
〇
三
年
に
新
潮
社
よ
り
刊
行
。
四
五
〇
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

問
一　

傍
線
部
ａ「
そ
う
い
う
話
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
話
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

28

。

1　

他
人
か
ら
見
る
と
小
さ
な
問
題
で
あ
る
よ
う
な
話
。

2　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
な
ど
で
炎
上
し
て
い
る
よ
う
な
話
。

3　

何
か
と
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
人
の
話
。

4　

他
人
が
見
過
ご
せ
な
い
よ
う
な
話
。

問
二　

傍
線
部
ｂ
・
ｅ
・
ｋ
・
ｌ
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は

29

〜

32

。

ｂ「
ム
ダ
」

1　

今
年
の
小
説
は
ダ
サ
ク
ば
か
り
だ
。

2　

彼
は
、
タ
イ
ダ
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

3　

今
年
の
春
闘
は
、
早
々
に
ダ
ケ
ツ
し
た
。

4　

彼
は
、
酒
が
も
と
で
ダ
ラ
ク
し
て
し
ま
っ
た
。
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ｅ「
シ
ン
ト
ウ
」

1　

私
は
彼
の
ク
ン
ト
ウ
を
受
け
た
。

2　

会
場
に
ト
ウ
シ
ン
ダ
イ
の
パ
ネ
ル
を
飾
る
。

3　

あ
の
海
水
浴
場
は
水
の
ト
ウ
メ
イ
ド
が
高
い
。

4　

母
は
、
毎
年
冬
に
ト
ウ
ジ
に
行
っ
て
い
る
。

ｋ「
一
所
ケ
ン
メ
イ
」

1　

特
使
が
ド
イ
ツ
に
ハ
ケ
ン
さ
れ
た
。

2　

十
字
ケ
ン
ス
イ
と
い
う
吊つ

り
輪
の
技
を
見
た
。

3　

党
内
の
分
裂
が
ケ
ン
ザ
イ
カ
し
て
き
た
。

4　

彼
の
ケ
ン
ソ
ン
さ
は
賞
賛
に
値
す
る
。

ｌ「
キ
ュ
ウ
ク
ツ
」

1　

生
活
に
コ
ン
キ
ュ
ウ
す
る
。

2　

国
民
は
、
コ
ウ
キ
ュ
ウ
の
平
和
を
念
願
し
て
い
る
。

3　

被
災
地
に
キ
ュ
ウ
エ
ン
物
資
が
急
送
さ
れ
た
。

4　

家
は
、
多
摩
キ
ュ
ウ
リ
ョ
ウ
に
あ
る
。

問
三　

傍
線
部
ｃ「
い
つ
も
誰
か
に
文
句
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
幸
せ
な
人
と
は
思
え
ま
せ
ん
」と
あ
る
が
、
筆
者
が「
幸
せ
な
人
」と
考
え
て
い
る
の
は

ど
の
よ
う
な
人
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

33

。

1　

自
分
自
身
の
限
界
を
知
っ
て
い
る
人
。

2　

自
分
の
思
う
よ
う
に
社
会
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
人
。

3　

自
分
に
と
っ
て
居
心
地
の
い
い
状
態
を
知
っ
て
い
る
人
。

4　

自
分
が
幸
せ
な
状
態
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
わ
か
っ
て
い
な
い
人
。
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問
四　

傍
線
部
ｄ「
日
常
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
思
考
」と
あ
る
が
、
筆
者
が
求
め
て
い
る
思
考
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。
次
の
1
〜

4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

34

。

1　

目
の
前
に
あ
る
個
々
の
こ
と
に
反
応
し
、
怒
っ
た
り
す
る
。

2　

上
か
ら
目
線
で
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

3　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
よ
う
な
大
き
な
話
ば
か
り
を
考
え
る
。

4　

自
分
自
身
に
と
っ
て
の
幸
せ
な
状
態
を
模
索
す
る
。

問
五　

傍
線
部
ｆ「
こ
れ
が
私
の
基
本
の
考
え
で
す
」と
あ
る
が
、
そ
の
考
え
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
ど
れ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

35

。

1　

社
会
問
題
に
つ
い
て
は
怒
っ
て
い
る
人
の
ほ
う
が
、
問
題
意
識
が
高
く
真
面
目
で
あ
る
。

2　

社
会
問
題
は
単
な
る
事
実
な
の
で
、
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て
感
情
を
持
ち
込
ん
で
も
仕
方
が
な
い
。

3　

社
会
問
題
に
つ
い
て
は
感
情
的
に
な
っ
て
も
事
態
は
い
い
方
向
に
進
ま
な
い
。

4　

社
会
問
題
で
怒
っ
て
い
る
人
に
は
、
聞
い
て
あ
げ
る
と
い
う
形
で
向
き
合
う
。

問
六　

傍
線
部
ｇ「
そ
れ
」と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
な
に
を
指
す
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番

号
は

36

。

1　

極
端
に
理
不
尽
な
こ
と

2　

有
り
余
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

3　

犯
罪
の
被
害

4　

怒
り
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問
七　

傍
線
部
ｈ「
メ
ン
タ
ル
を
病
ん
だ
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
」と
あ
る
が
、「
メ
ン
タ
ル
を
病
ん
だ
と
い
う
人
」を
減
ら
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

37

。

1　

社
会
シ
ス
テ
ム
を
理
屈
に
沿
っ
て
き
ち
ん
と
整
え
る
。

2　

社
会
シ
ス
テ
ム
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
設
け
る
。

3　

人
に
無
理
を
さ
せ
る
よ
う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
に
す
る
。

4　

ル
ー
ル
の
多
い
、
融
通
が
き
か
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
に
す
る
。

問
八　

傍
線
部
ｉ
・
ｊ
・
ｍ
の
意
味
は
な
に
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

38

〜

40

。

ｉ「
杓
子
定
規
」

1　

一
定
の
基
準
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
こ
と

2　

杓
子
を
定
規
の
よ
う
に
使
っ
て
判
断
す
る
こ
と

3　

一
定
の
基
準
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

4　

本
来
の
目
的
以
外
の
用
途
に
も
役
立
て
る
こ
と

ｊ「
奇
特
」

1　

超
人
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
さ
ま

2　

非
常
に
珍
し
く
、
不
思
議
な
さ
ま

3　

態
度
が
お
と
な
し
く
、
素
直
な
さ
ま

4　

お
こ
な
い
な
ど
が
す
ぐ
れ
て
い
て
、
ほ
め
る
に
値
す
る
さ
ま

ｍ「
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
」

1　

責
任
を
持
た
な
い

2　

他
言
し
な
い

3　

か
か
わ
り
が
な
い

4　

感
心
し
な
い

8069_37_KOKELZC_M.indd   24 2025/12/01   23:02



（ 3─ 10　国語）25（ ）

問
九　

傍
線
部
ｎ「
そ
の
先
を
聞
く
気
が
失
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
」と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

41

。

1　
「
安
全
か
ど
う
か
」と
答
え
た
学
生
の
生
き
方
に
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
的
な
要
素
が
な
い
か
ら
。

2　

無
難
に
行
き
た
い
、
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
い
と
い
う
学
生
の
考
え
方
に
共
感
し
た
か
ら
。

3　

先
を
見
よ
う
と
し
て
生
き
て
い
け
ば
、
将
来
は
明
る
い
も
の
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
。

4　

ど
う
し
た
ら
安
全
に
生
き
ら
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
か
ら
。

問
一
〇　

傍
線
部
ｏ「
何
歳
の
時
に
貯
金
が
い
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
投
資
を
分
散
し
ろ
と
か
、
実
に
ア
ホ
ら
し
い
と
思
い
ま
す
」と
あ
る
が
、
な
ぜ

「
ア
ホ
ら
し
い
」の
か
。
次
の
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

42

。

1　

目
標
を
立
て
ず
に
や
っ
て
き
た
人
の
ほ
う
が
、
計
画
的
に
進
め
て
き
た
人
よ
り
も
恵
ま
れ
た
暮
ら
し
を
し
て
い
る
か
ら
。

2　

綿
密
に
考
え
す
ぎ
な
く
て
も
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
分
散
投
資
す
れ
ば
確
実
に
儲
か
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
。

3　

何
歳
ま
で
生
き
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
老
後
に
備
え
て
何
千
万
円
貯
め
た
ら
よ
い
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
。

4　

人
生
は
常
に
不
確
定
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
突
発
事
態
に
よ
っ
て
計
画
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
。
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